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株式会社リベルタ（以下「吸収合併存続会社」といいます。）及び株式会社アフラ（以下「吸収合

併消滅会社」といいます。）は、両者間で 2026 年９月 15 日付合併契約を締結し、2026 年 12 月１

日を効力発生日とする吸収合併（以下「本合併」といいます。）を行うことといたしました。よって、

ここに本合併に関する事前開示をいたします。 

なお、本合併は完全親子会社間の無対価合併につき、吸収合併存続会社においては会社法第 796 

条第２項に定める簡易合併、吸収合併消滅会社においては会社法第 784 条第１項に定める略式合併

となります。 

 

１．吸収合併契約の内容 

別紙１の合併契約書をご参照ください。 

 

２．合併対価の定めの相当性に関する事項（施行規則第 191 条第 1 号） 

吸収合併消滅会社は、吸収合併存続会社の完全子会社であるため、本合併に際して、吸収合併

消滅会社の株主に対して、吸収合併存続会社の株式又はこれに代わる金銭等を交付いたしませ

ん。また、本合併により、吸収合併存続会社の資本金及び準備金の額は増加いたしません。 

 

３．消滅会社の新株予約権の定めの相当性に関する事項（施行規則第 191 条第 2 号） 

吸収合併消滅会社では、新株予約権を発行していません。 

 

４．計算書類等に関する事項（施行規則第 191 条第 3 号乃至第 5 号） 

（１）吸収合併消滅会社の計算書類等に関する事項 

(ｱ) 最終事業年度の計算書類等 

吸収合併消滅会社の最終事業年度に係る計算書類等は、別紙２のとおりです。 

 

(ｲ) 重要な後発事象の内容に関する事項 

吸収合併消滅会社に、該当事項はありません。 

 

（２）吸収合併存続会社における重要な後発事象の内容に関する事項 

該当事項はありません。 

 

５．吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関する事項（施行規則第 191 条第 6 号） 

本合併効力発生後の吸収合併存続会社の資産の額は、負債の額を上回ることが見込まれます。

また、本合併後の吸収合併存続会社の収益状況及びキャッシュフローの状況について、吸収合併



存続会社の債務の履行に支障を及ぼすような事態は、現在のところ予測されておりません。した

がいまして、本合併後における吸収合併存続会社の債務について、履行の見込みはあると判断し

ております。 

 

以 上 

  



 

 

別紙１





 



 

第 19期 事業報告 

 

（2025年１月１日から 2025年 12月 31日まで） 

 

Ⅰ 会社の現況に関する事項 

１．事業の経過及び成果 

事業全般の状況 

株主の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、第 19 期（自 2025 年１月１日至 2025 年 12 月 31 日）の事業年度におきまして

は、売上総利益は 74 百万円、営業利益は 16 百万円、経常利益は 16 百万円、当期純利

益は▲2百万円となりました。 

 

２．資金調達等についての状況 

  （１）資金調達 

     該当事項はありません。 

 

  （２）設備投資 

     該当事項はありません。 

 

３．主要な借入先 

   該当事項はありません。 

 

４．財産及び損益の状況の推移 

 当期及び過去の営業成績及び財産の状況の推移は次のとおりです。 

（単位：円） 

 

 

第 17期 

2023年 12月期 

第 18期 

2024年 12月期 

第 19期 

2025年 12月期 

売 上 高 264,643,150 292,554,580 208,862,684 

経 常 利 益 ▲3,116,057 96,680,575 16,709,687 

当 期 純 利 益 ▲5,462,990 62,929,081 ▲2,722,171 

一株当たり当期純利益（円） ▲22,762円 45銭 262,204円 50銭 11,342円 37銭 

総 資 産 131,970,448 208,589,892 178,841,454 

純  資  産 63,331,447 126,260,528 123,538,357 

（注）一株当たり当期純利益は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。 

 

５．対処すべき課題 

当社が今後も持続的かつ安定的な成長を実現していくためには、これまで培ってきた

事業運営ノウハウ及びグループ内資源を有効に活用し、事業基盤の強化及び収益力の向

上を図っていくことが重要な課題であると認識しております。 

別紙２ 



 

当社を取り巻く市場環境の変化や顧客ニーズの高度化を踏まえ、既存事業の効率化及

び付加価値の向上を図るとともに、グループシナジーを活かした商品・サービスの拡充

及び新たな展開を推進してまいります。 

これらを着実に実行していくためには、事業運営を支える人員体制の充実及び専門性

の強化が不可欠であることから、適切な人材の確保及び育成に引き続き取り組んでまい

ります。 

 

６．主要な事業内容 

  ・化粧品の企画製造及び販売 

・美容及び健康関連商品の企画製造及び販売 

 

７．主要な営業所及び使用人の状況 

  （１）主要な営業所 

主な営業所は以下のとおりであります。 

営業所等 所在地 

本社 東京都渋谷区 

   

（２）使用人の状況 

区分 従業員数 

従業員 なし 

臨時従業員 なし 

 

８．重要な親会社及び子会社の状況 

  （１）親会社の状況 

該当事項はありません。 

 

（２）子会社の状況 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 会社役員に関する事項 

  （１）役員の氏名、地位、担当及び他の会社の代表状況等 

区  分 氏  名 兼務する他の会社名 兼務の内容 

取締役 佐藤 透 
㈱リベルタ 
上海李瑠多貿易有限公司 
ファミリー・サービス・エイコー㈱ 

代表取締役 
董事 

取締役会長 

取締役 筒井 安規雄 

㈱リベルタ 
上海李瑠多貿易有限公司 
LIBERTA USA Inc. 
㈱粧和 

常務取締役 
董事 
CEO 

代表取締役 

取締役 山口 宜行   



 

区  分 氏  名 兼務する他の会社名 兼務の内容 

監査役 二田 俊作 

㈱リベルタ 
上海李瑠多貿易有限公司 
ファミリー・サービス・エイコー㈱ 
LIBERTA USA Inc. 
㈱粧和 

専務取締役 
監事 
取締役 
CFO 

監査役 

 

Ⅲ 株式に関する事項 

１．発行可能株式総数 400株 

２．発行済株式の総数 240株 

３．株主数 1名 

４．大株主 
 

株主名 持株数 持株比率 

株式会社リベルタ 240株 100％ 

 

Ⅳ 新株予約権等に関する事項 

   該当事項はありません。 

 

Ⅴ その他の会社の状況に関する重要な事項 

   該当事項はありません。 

 

 

 

本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。 



※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

決 　 算 　 報 　 告 　 書

自　令和　７年　１月　１日

至　令和　７年１２月３１日

株式会社　アフラ

第　１９　期

東京都渋谷区桜丘町２６－１



資    産    の    部 負    債    の    部

科             目 金        額 科             目 金        額

（単位：円）

令和 7年12月31日現在株式会社　アフラ

貸　借　対　照　表

流 動 資 産 172,696,447【 】【 】

現 金 及 び 預 金 54,266,109

売 掛 金 26,062,461

商 品 33,564,797

短 期 貸 付 金 50,000,000

前 渡 金 2,614,814

前 払 金 1,392,780

未 収 入 金 126,025

前 払 費 用 186,361

未 収 消 費 税 等 1,158,500

未 収 法 人 税 等 3,324,600

固 定 資 産 6,145,007【 】【 】

投資その他の資産 6,145,007（ ）（ ）

長期繰延税金資産 6,145,007

資 産 の 部 計 178,841,454

流 動 負 債 52,376,598【 】【 】

買 掛 金 22,059,770

未 払 金 1,405,868

未 払 費 用 16,429,838

前 受 金 12,481,122

固 定 負 債 2,926,499【 】【 】

関 係 会 社 未 払 金 2,926,499

負 債 の 部 計 55,303,097

純 資 産 の 部

株 主 資 本 123,538,357【 】【 】

資 本 金 10,000,000［ ］［ ］

利 益 剰 余 金 113,538,357［ ］［ ］

その他利益剰余金 113,538,357（ ）（ ）

繰 越 利 益 剰 余 金 113,538,357

（うち当期純利益） △2,722,171（ ）

純 資 産 の 部 計 123,538,357

負債･純資産の部計 178,841,454



株式会社　アフラ

損　益　計　算　書

自 令和 7年 1月 1日

至 令和 7年12月31日

（単位：円）

科 目 金 額

売 上 高【 】

売 上 高 208,862,684 208,862,684

売 上 原 価【 】

期 首 棚 卸 高 25,733,247

仕 入 高 143,635,982

仕 入 値 引 戻 し 高 △705,703

　合　　　　　計　 168,663,526

期 末 棚 卸 高 34,616,568 134,046,958

売 上 総 利 益 74,815,726

販売費及び一般管理費 58,633,412【 】

営 業 利 益 16,182,314

営 業 外 収 益【 】

受 取 利 息 530,775

雑 収 入 2,886 533,661

営 業 外 費 用【 】

雑 損 失 6,297 6,297

経 常 利 益 16,709,678

税引前当期純利益 16,709,678

法人税･住民税･事業税 5,355,130

法 人 税 等 追 徴 額 16,199,800

法 人 税 等 調 整 額 △2,123,081

当 期 純 利 益 △2,722,171



株式会社　アフラ

販売費・一般管理費内訳書

自 令和 7年 1月 1日

至 令和 7年12月31日

（単位：円）

科 目 金 額

役 員 報 酬 23,082,058

法 定 福 利 費 1,351,788

通 勤 費 103,092

広 告 宣 伝 費 2,652,120

運 賃 1,300,498

支 払 手 数 料 178,048

倉 庫 料 949,064

販 売 促 進 費 3,081,744

支 払 報 酬 990,000

リ ー ス 料 21,000

荷 造 包 装 費 53,922

水 道 光 熱 費 89,527

事 務 用 消 耗 品 費 161,946

備 品 ･消 耗 品 費 216,582

賃 借 料 1,716,705

保 険 料 287,504

租 税 公 課 402,700

接 待 交 際 費 1,572,538

旅 費 交 通 費 159,906

通 信 費 205,360

会 議 費 15,337

諸 会 費 301,364

試 験 研 究 費 15,405

業 務 委 託 費 19,725,204

　合　　　　　計　 58,633,412



繰 越 利 益 利 益 剰 余 金

116,260,528 116,260,528当期首残高
当期変動額

当期変動額合計 △2,722,171 △2,722,171
当期末残高 113,538,357 113,538,357

利 益 剰 余 金 の 内 訳

剰 余 金 合 計

当期純利益 △2,722,171 △2,722,171

そ の 他 そ の 他 株 主 資 本 評 価 ・ 換 算
資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

10,000,000 116,260,528 126,260,528 126,260,528当期首残高
当期変動額

当期変動額合計 △2,722,171 △2,722,171 △2,722,171
当期末残高 10,000,000 113,538,357 123,538,357 123,538,357

株 主 資 本

資 本 金 資 本 準 備 金 資 本 剰 余 金 利 益 準 備 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 合 計 差 額 等 合 計 新 株 予 約 権 純 資 産 合 計

当期純利益 △2,722,171 △2,722,171 △2,722,171

（単位：円）株式会社　アフラ 至 令和 7年12月31日
自 令和 7年 1月 1日

 株主資本等変動計算書 



注記表
                  
  重要な会計方針に係る事項に関する注記
                  
    資産の評価基準及び評価方法
                  
      たな卸資産の評価基準及び評価方法
                  商品・貯蔵品・・・・・・・・・・・・・・最終仕入原価法による原価法 貸借対照表価
                  額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定
    固定資産の減価償却の方法
                  有形固定資産(リース資産除く)・・・・・・建物は定額法、建物以外は定率法 無形固定
                  資産(リース資産除く)・・・・・・定額法 リース資産・・・・・・リース期間を耐用年
                  数とし残存価額をゼロとする定額法
    引当金の計上基準
                  貸倒引当金 　債権の貸倒損失に備えるために、過去の貸倒実績率による繰入率によるほ
                  か、 　債権の内容を検討して計上している。
    その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
                  消費税等の会計処理 　税抜方式で計上している。

個 別 注 記 表






